
 

いつもと同じ会社からの帰り道。地下鉄を降りて駅の階段を上がると、そこはオリンピック開

催に沸く昭和３９年の東京だった―。真次に突如訪れた、現実とも夢とも信じがたいタイ

ムスリップ。 

小さなメーカーの営業マン・真次は、その日、父が倒れたという知らせを受ける。父とは高校

卒業と同時に縁を切って以来会っていなかった。知らせを無視して家路に着こうとする真次

は、今日が若くして死んだ兄の命日である事に気付く。父と兄に想いを馳せながら地下道を

歩くと、前に行く男が在りしの日の兄に見え、思わず後を追って地下道を出ると、そこはい

つもの街ではなく―。 

出水市立図書館 指定管理者 (株)図書館流通センター 


